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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,276世帯（－3）

2,750（－5）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和6年4月１日現在）

男：１，319（－1）
女：１，431（－4）

世帯
人口

5月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求め
　ください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 5月31日（金）

固定資産税（全期及び１期）

みんなのフォトリレー
 第38回
みんなのフォトリレー
 第38回

　私は、若桜のカリヤ通りの風景がお気に
入りです。
　若桜町の歴史や文化が感じられる古き
良き街並みを通る度に、「帰ってきたな
あ」、ととてもホッとします。

（井口　恋那さん）

お気に入りの若桜お気に入りの若桜
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わかさこども園入園式わかさこども園入園式

主な内容
02	  		【特集】地域整備課からのお知らせ
04	  		太陽光パネル・蓄電池共同購入事業	
05	  		住宅用太陽光発電導入推進補助金の支援内容見直し
06	  		高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画策定
08	  		令和６年度	自治会役員名簿	
09	  		令和５年度	若桜町体育協会表彰



若桜簡易水道統合事業計画について

新しく完成した水道施設

　若桜町の簡易水道は水道施設の老朽化に伴う大規模な改修が必要なため、施設の統合と耐震化の
促進、水道料金の統一化を盛り込んだ「若桜簡易水道統合事業計画」を平成28年度に策定し、国の事
業認可を受けました。
　これにより、長寿命化・老朽化に伴う施設改良等に併せて簡易水道10施設と飲料水供給施設４施
設を統合するとともに水道未普及地域２地区の解消を目指して事業を行っています。
　また、水道料金の統一化については、平成23年に「上下水道懇話会」を立ち上げ、将来の維持管理
費等を検討しながら水道経営の安定を図るための提言に基づき、町内一律の基本料金（8.0㎥までの
基本料金1,430円／㎥）として、事業完了地区から順次改定しています。
　現在は、池田中央地区の小船地区から栃原地区、渕見中央地区の渕見地区から香田地区で統合運
用・料金改定しており、令和６年度は赤松地区の料金改定を行います。
　なお、若桜宿内、三倉、上高野、高野地区は、令和７年度より料金改定を行う予定ですので日程
を調整して説明会を開催したいと思います。
　今後は、糸白見中央地区、落折地区、 米地区～渕見地区、岩屋堂地区、諸鹿地区、屋堂羅地区、
浅井地区の整備を順次行う予定にしています。

▲渕見中央地区：新水源（ポンプ施設）

▲若桜地区：新配水池

▲渕見～香田地区：新配水池（湯原～香田）

▲赤松地区：加圧ポンプ施設
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地域整備課からのお知らせ
お問い合わせ　　地域整備課　☎（82）２２3９　IP ☎９（82）２２3９

特　　集

新町で分譲宅地の造成工事を実施します
　若者等の町外転出を抑制し、町内定住を推進するため、令和６年度に新町の「若桜さくらの郷」
隣に宅地造成工事を行います。
　予定では宅地を９区画（47坪～53坪）整備し、令和７年度から分譲を開始する予定です。
　住宅の新築を予定されている方は、ぜひ候補地としてご検討ください。
　なお、販売価格等の詳細は決まり次第、随時お知らせします。

▲イメージ図

▲区画予定図
八東川

国
道
29
号

654

5 10 200

SCALE BAR 1:300(A3版)

宅地②

宅地⑦

共有地

宅地④

宅地⑥

宅地⑤

宅地⑧ 宅地⑨

宅地③ 宅地①

わかさわかさ
薬局薬局

若桜さくらの郷若桜さくらの郷
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『太陽光パネル・蓄電池』みんなが集まるから〝おトク〟
安心・便利な共同購入で、環境に、家計にやさしい暮らし
　太陽光パネルの設置が「電気代の大幅な節約」に
繋がることをご存じでしょうか？
　若桜町では、鳥取市・新温泉町と共同で５月９日
（木）から、太陽光パネル・蓄電池の「共同購入事業」
を開始します。みんなで集まって生まれる大きな購
買力を活かして、安心でおトクに購入する機会をご
提供する事業です。数分で完了する無料の参加登録
をすることで、ご自宅に設置した場合の費用を確認
することができます。ぜひ、お気軽にご参加くださ
い。

■参加募集期間
　令和６年５月９日（木）～９月５日（木）

●�昼間発電した電気はリアルタイムで使
えます。
●�電気代を節約しながら、売電収入で購
入費用を回収できます。
●�停電時は、自立運転機能に切り替える
と停電用コンセントから 1,500W相当
の電気製品が使えます。
　※�製品により使用できる合計消費電力
は異なります。

●�昼間発電した電気を蓄電池に貯めて夜
間も使えます。
●�停電時は、簡単な切り替えで貯めた電
気を使えます。

　参加登録は、専用ウェブサイトから無料でできます。6月頃に入札によって販売施工事業者が選
定され、ご登録された方は事前見積り (製品及び設置費用の概算金額 )を受け取ることができます。
その後、調査の申し込みをされると、選定事業者がご自宅屋根の調査を行い、最終見積りを作成し
ます。最終見積を基に、ご契約されるかどうかご検討ください。

若桜町 みんなのおうちに太陽光
■専用ウェブサイト
　https://group-buy.jp/solar/kirinnomachi/home
■お問い合わせ
　みんなのおうちに太陽光キャンペーン事務局（若桜町協定締結事業者：アイチューザー株式会社） 
　　☎ 0120-216-100（固定電話・携帯電話）　受付時間 10:00 ～ 18:00（土・日・祝日を除く）

参加登録や詳細の確認はこちら↓
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「若桜町住宅用太陽光発電導入推進補助金」
の支援内容を見直します！

お問い合わせ　　企画政策課　☎（82）２２3１　IP ☎９（82）２２3１

　支援内容
１．太陽光発電システム【既存事業】

（１）設備要件
　１件当たりの太陽電池の最大出力の合計値が10kW未満の太陽光発電で、日本産業規格、IEC等の
国際規格に適合しているもの。

（２）補助金額及び限度額
　１kW当たり36,000円、かつ、１件当たり180,000円を限度とする。ただし、総事業費から寄付
金その他の収入の額を控除した額に３分の１を乗じて得た額を上限とする。

２．定置用リチウムイオン蓄電池システム【新規事業】
（１）設備要件
　①�蓄電容量が１kWh以上の蓄電池部分と、インバータ、パワーコンディショナー等の電力変換装
置を備えたシステムとして一体的に構成され、日本産業規格、IEC等の国際規格に適合してい
ること。

　②10kW未満の太陽光発電と連係するものであること。
（２）補助金額及び限度額
　蓄電容量１kWh当たり70,000円、かつ、１件当たり400,000円を限度とする。ただし、総事業費
から寄付金その他の収入の額を控除した額に３分の１を乗じて得た額を上限とする。

３．電気自動車等充給電設備（Ｖ２Ｈ）【新規事業】
（１）設備要件
　①�EV（電気自動車）又はPHV（プラグインハイブリッド自動車）への充電及び分電盤を通じた住宅
への電力の供給が可能なものであること。

　②10kWh未満の太陽光発電と連係するものであること。
（２）補助金額及び限度額
　１件当たり400,000円とする。ただし、総事業費から寄付金その他の収入の額を控除した額に３
分の１を乗じて得た額を上限とする。

（３）その他
　「とっとりEV協力隊（※）」の登録を行うこと。
　※「とっとりEV協力隊制度」とは・・・
　　�　外部給電が可能なEV・PHV・FCV（燃料電池自動車）をお持ちの方にあらかじめ登録していた
だき、災害による停電時やイベントにおいて給電にご協力いただく制度です。

　　　詳しくは、鳥取県HP（https://www.pref.tottori.lg.jp/evkyouryoku/）をご確認ください。

　若桜町では、平成 22 年度に「若桜町住宅用太陽光発電導入推進補助金」を創設し、自然エネル
ギー活用を積極的に支援することで、地球温暖化対策に貢献するとともに自然環境保全意識の高揚
を図り、環境にやさしいまちづくりを推進して参りましたが、今年度から、太陽光パネル・蓄電池
の「共同購入事業」の実施に合わせて支援内容を見直します。従来からある「１．太陽光発電シス
テム」に加え、「２．定置用リチウムイオン蓄電池システム」と「３．電気自動車等充給電設備（Ｖ
２Ｈ）」を支援対象とするものです。
　詳しくは下記をご覧いただき、この機会にぜひ太陽光発電の導入をご検討ください。
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若
桜
町
で
は
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
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た
日
常
生
活

を
営
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
全
体
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支
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あ
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地
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」
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け
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「
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計
画
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９
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介
護
保
険
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若
桜
町
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７
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６
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３
月
１
日
現
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と
、
２
人
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１
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い
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は
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べ
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が
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と
な
る
令
和
７
年

（
２
０
２
５
年
）
及
び
、
団
塊
ジ
ュ
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世
代
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和
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（
２
０
４
０
年
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を
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据
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て
、
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予
防
・
医
療
・
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支
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・
住
ま
い
を
一

体
的
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し
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く
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
さ
ら
な
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き
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介
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険
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度
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持
し
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高
く
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要
な
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ー
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提
供
や
介
護

給
付
費
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適
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化
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に
努
め
る
こ
と
に
よ

り
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
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確
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て
い
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す
。
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第
９
期
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介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
介
護
保
険
料

は
、
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
第
９

期
（
令
和
６
年
度
～
８
年
度
）
の
介
護
保

険
料
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
の
増
加
が
想
定
さ
れ
、
介
護
保
険

料
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
所
得
段
階
に
応

じ
た
介
護
保
険
料
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
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と
な
る
よ
う
、

所
得
段
階
を
13
段
階
に
分
け
た
介
護
保
険

料
を
設
定
し
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も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
持
続
性
を
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持
す
る

た
め
、
今
後
も
介
護
予
防
事
業
の
充
実
や

給
付
費
を
抑
え
る
取
組
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

基本理念
高齢者が生きがいを持って、地域で支え合い、

生涯明るく健やかで安心した生活を営むことができる町づくり
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罪
を
犯
し
た
者
や
非
行
の
あ
る
少
年
、
非
行
少
年
で
あ
っ
た
者

を
地
域
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会
か
ら
排
除
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さ
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る
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れ
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の
5
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
計
画
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
等
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
※
計
画
の
内
容
は
若
桜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
）

�

（
町
民
課
）

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
と

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て

～
若
桜
町
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
策
定
～

▲�若桜町再犯防止推進計画策定委員
会西本会長から上川町長へ計画検討
結果の報告

■ 第１号被保険者（65 歳以上）の保険料

所得段階 対　象　者 調整率 年額保険料 （参考）
第８期年額保険料

第１段階

・生活保護受給者
・世帯全員が住民税非課税の老齢福祉年金受給者
・�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得＋課税年金
収入が 80万円以下

基準額
× 0.285 22,200 23,400

第２段階 ・�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得＋課税年金
収入が 80万円超 120万円以下

基準額
× 0.485 37,800 39,000

第３段階 ・�世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得＋課税年金
収入が 120万円超

基準額
× 0.685 53,400 54,600

第４段階 ・�世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税かつ前年の合計所得＋課税年金収入が 80万円以下

基準額
× 0.9 70,200 70,200

第５段階　・�世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、前年の合計所得＋課税年金収入が 80万円超 基準額 78,000 78,000

第６段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得が 120万円未満 基準額
× 1.2 93,600 93,600

第７段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得が 120 万円以上
210万円未満

基準額
× 1.3 101,400 101,400

第８段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得が 210 万円以上
320万円未満

基準額
× 1.5 117,000 117,000

第９段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得が 320 万円以上
420万円未満

基準額
× 1.7 132,600 132,600

第 10段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得が 420 万円以上520万円未満
基準額
× 1.9 148,200 －

第 11段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得が 520 万円以上620万円未満
基準額
× 2.1 163,800 －

第 12段階 ・�本人が住民税課税で、前年の合計所得が 620 万円以上720万円未満
基準額
× 2.3 179,400 －

第 13段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得が 720万円以上 基準額
× 2.4 187,200 －
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令和６年度　自治会役員名簿
集落名 自治会長 公民館長 同和教育推進員 農業推進連絡員 保健委員 環境衛生委員

又は厚生部長
新 町 德田　修一 森本　幸久 三島　義彦 山中　幹也 丹松　千絵 熊田　行男
山 田 町 髙橋　久志 伊賀　仁志 髙橋　智鶴 山根　　勝 小林　千里 小林　千里
上 町 中尾　正二 岩村　孝之 太田満里子 三島　由明 君野　和枝 清水あつ子
中 町 金森　京一 太田　昌那 太田　昌那 梶原　　明 － 福井　久登
下 町 中島　康博 秋田　　修 秋田　　修 門村　　進 前田　弥生 松本　嘉章

西 町 森田　二郎 茗荷　　修 茗荷　　修
丹松　正信

大坪　絹江
宮本　勝人

宮本喜美子
坂田　昭夫

宮本喜美子
坂田　昭夫

農 人 町 田島　雅明 鍜治田哲男 圓井　節美 中尾与志雄 鍜治田　瞳 西浦　義孝
三 倉 盛田　裕輔 盛田　恭司 盛田　恭司 盛田　　修 盛田　　修 盛田　　修
上 高 野 杉本　一歳 杉本　義信 杉本　義信 厨子　裕之 厨子　文子 岡田　　都
高 野 杉本　孝志 中尾　徳明 山田　　茂 － 中村　道廣 谷口　幸夫
浅 井 垣内　　充 津村　将彦 津村　将彦 津村　将彦 岡部　栄美 垣内　久枝
若 葉 団 地 石黒　孝章 小倉　　勲 金谷　憲典 － 丸山　睦美 西谷　季生
口屋堂羅(正) 伊井野　勲 小林　峰行 田中　悌一 竹内　憲一 西川めぐみ 田中　悌一
屋 堂 羅(副) 三島　義博 伊井野克彦 伊井野　勇 伊井野政文 伊井野　勇
寺 所 山本　　博 山本　　博 茗荷　　威 茗荷　主𠮷 茗荷　綾子 茗荷　綾子
馬 場 山本　敬二 髙橋　健二 髙橋　健二 盛本　　實 山本　幸子 山本　敬二
あかまつ団地 谷口　省三 片山　公貴 片山　公貴 － 兵頭　和就 兵頭　和就
内 町 森木　節幸 銀杏　惇志 銀杏　惇志 藤原　重明 森木　俊秋 森木　俊秋
赤 松 中島　正人 中島　毅彦 中島　正人 大杉　邦雄 大杉加名枝 大杉加名枝
来 見 野 大石　　正 川戸　義幸 川戸　義幸 大石　　正 大石　公子 大石　　正
諸 鹿 橋本　健治 森下　孝夫 森下　孝夫 垣谷　正義 岸本　　緑 橋本　健治
香 田 山根　　巌 小林　正樹 厨子　　薫 淺井　　敦 淺井　美樹 山根　政雄
長 砂 小林　　誠 小林　　誠 小林　　誠 小林　龍児 小林　　誠 西尾　直也
湯 原 竹本　義矩 竹本　義矩 竹本　義矩 武田　祐孝 岡田　光子 岡田　光子
渕 見 植嶋　荘司 植嶋　荘司 植嶋　荘司 植嶋　秀幸 植嶋由美子 山本　静枝
茗 荷 谷 藤原　陽一 藤原　陽一 藤原　陽一 藤原　陽一 － 藤原　　榮
𣇃 米 山根　　順 森岡　靖彦 森岡　靖彦 前住　道雄 奈羅尾祥幸 奈羅尾祥幸

大 炊 山根　和夫 山根　　裕 山根　　裕 山根正太郎（大炊）
山根　保男（神直）

山根由久子（大炊）
山根　佳子（神直） 山根　和夫

岸 野 青木　一憲 青木　利哲 森本　幸子 森本　恭行 森本　貞子 青木　利哲
糸 白 見 川戸　茂弥 山根　幹博 山根　幹博 藪田　道正 山根真祐美 小林　正美
根 安 岡﨑　哲弥 谷口伸一郎 谷口伸一郎 中田　俊男 山本　延子 山本　誠記

須 澄 福山　　薫 福山　大介 田中　敏子 福井　　脩
志水　賢一 志水　美鈴 杉内　成子

杉内　泰二
岩 屋 堂 柿ケ原郁夫 柿ケ原良則 柿ヶ原良則 岡本　伸一 山根　和恵 中村　　潔

吉 川 清水　　選 井口　学徳 坂本　　等 中嶋　忠篤 中嶋　裕子
木田　幸子

中嶋　裕子
木田　幸子

栃 原 山本勘四郎 坂田　洋一 門田　雅温 山本　安雄 山本ちえみ 山本条重郎
中 原 城本由紀夫 永原　　聡 永原　　聡 永原　　聡 永原みどり 永原みどり
加 地 平田　新悟 小椋日出美 表　　圭一 杉田　正行 中江　康美 中江　守彦

大 野 千葉　正隆 福田　城克 小林　光人 小林　幸夫（寺前）
小椋　英一（大野）

釜本　香里（寺前）
尾﨑キヨエ（大野）

釜本　香里（寺前）
尾﨑キヨエ（大野）

小 船 前田一三次 清水　靖子 中嶋　　章 宮本　道郎 坂口　文子 清水　靖子
※ 久 曽 木 － －
落 折 平家　　保 平家　俊則 平家　俊則 平家　弘之 平家　義浩 平家　義浩
わかさあすなろ 右近　秀明

１年間お世話になります

令和６年４月１日現在
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　スポーツ賞（個人）　

熊田　湊斗 さん
（７年生）

第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部
クロスカントリークラシカル男子　第１位

福間　恋色 さん
（７年生）

第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部
クロスカントリーフリー女子　第１位

大杉　琉月 さん
（８年生）

第 69回全日本中学校通信陸上競技鳥取県大会
女子円盤投（1.0kg）　第１位

森岡　岳大 さん
（９年生）

第 54回ジュニア陸上競技選手権大会兼第 54回 U16
陸上競技大会予選会　U16 男子円盤投（1.5kg）　第１位

前田　大輔 さん
（学園教諭）

第 24回鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭（秋季大会）
陸上競技　一般２部男子砲丸投（5.0kg）　第１位

山根　友輝 さん
（７年生）

第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部
クロスカントリークラシカル男子　第２位（全国大会出場）

岡本　旺大 さん
（７年生）

第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部
クロスカントリークラシカル男子　第３位（全国大会出場）

梶原　日和 さん
（７年生）

第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部
クロスカントリーフリー女子　第３位（全国大会出場）

小林　夏穂 さん
（８年生）

第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部
クロスカントリークラシカル女子　第３位（全国大会出場）

　スポーツ賞（団体）　
若桜学園中学校 スキー部男子 第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部　

男子総合第 1位

若桜学園中学校 スキー部女子 第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部　
女子総合第 1位

若桜学園中学校 スキー部 第 49回鳥取県中学校総合体育大会スキー競技の部　
男女総合第 1位

　スポーツ奨励賞（個人）　

德田　ちまき さん
（５年生）

第 24回鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭（夏季大会）
水泳競技　５年女子 50m平泳ぎ　第２位

森岡　幹太 さん
（７年生）

第 69回全日本中学校通信陸上競技鳥取県大会
男子円盤投　第２位

西川　力太郎 さん
（９年生）

第 54回ジュニア陸上競技選手権大会兼第 54回 U16
陸上競技大会予選会　U16 男子砲丸投（5.0kg）　第３位

山田　美優 さん
（９年生）

第 54回ジュニア陸上競技選手権大会兼第 54回 U16
陸上競技大会予選会　U16 女子円盤投（1.0kg）　第２位

若桜学園において、令和５年度若桜町体育協会表彰式が行われ、個人 13 名と３団体が表
彰されました。

受賞された皆さま、おめでとうございます！

令和５年度　若桜町体育協会表彰令和５年度　若桜町体育協会表彰
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町
の
自
治
の
振
興
、
公
益
、
町
民
の
福
利
増
進
等
で
功
績
の
あ
っ

た
方
に
贈
ら
れ
る
若
桜
町
表
彰
の
授
与
を
３
月
28
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
若
桜
町
の
持
続
可
能
な
農
業
経
営
に
向
け
て

先
駆
的
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
と
し
て
、
農
事
組
合
法
人
糸

白
見
が
善
行
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
総
務
課
）

令
和
５
年
度
受
賞
者
（
功
績
）

　
善
行
表
彰

　
　
農
事
組
合
法
人　
糸
白
見

　

若
桜
郷
土
文
化
の
里
三
百
田
氏
住
宅
に

雛
人
形
を
飾
り
ま
し
た
。

　

趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
７
名
の

方
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
お
雛
様
で
し
た
。

中
に
は
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の

も
の
も
あ
り
、
古
民
家
に
映
え
て
よ
り
そ

の
時
代
を
彷
彿
さ
せ
る
展
示
と
な

り
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
に
誘
わ
れ

て
大
勢
の
方
が
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、

奥
の
こ
た
つ
の
間
で
ゆ
っ
く
り
お

雛
様
に
ま
つ
わ
る
話
を
さ
れ
た
方

も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
か
ら
来
ら
れ
た
女
性
が
こ

ん
な
手
紙
を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
「
こ
た
つ
に
入
る
の
は
45
年
ぶ

り
。
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
の
に
お
い

も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。
せ
せ
ら

ぎ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
温
か
い

コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
、
夫
と
子

供
の
小
さ
か
っ
た
頃
の
懐
か
し
い

話
を
し
ま
し
た
。
温
か
い
お
気
持

ち
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

ま
た
、10
日
に
は
「
恋
び
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
ひ
な
祭
り
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
流

し
び
な
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
毛
糸
で

令
和
５
年
度
若
桜
町
表
彰

３
月
１
日
～
３
月
31
日

三
百
田
氏
住
宅
に
て
雛
人
形
展
示

▲�左から川戸副町長、上川町長、岡本和廣さん（農業組
合法人糸白見組合長）、山根議長

つ
く
る
恋
び
な
を
作
成
し
た
後
、
お
い
り

を
食
べ
な
が
ら
若
桜
町
に
移
住
し
て
こ
ら

れ
た
ば
か
り
の
鳥
く
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

聞
い
た
り
、
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

�

（
若
桜
郷
土
文
化
の
里
）
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▲ご卒園おめでとうございます！

▲９名が入園しました

わ
か
さ
こ
ど
も
園
卒
園
式

わ
か
さ
こ
ど
も
園
卒
園
式

わ
か
さ
こ
ど
も
園
入
園
式

わ
か
さ
こ
ど
も
園
入
園
式

若
桜
学
園
入
学
式

若
桜
学
園
入
学
式

～～
1414
名
の
新
入
生
、
晴
れ
や
か
に
～

名
の
新
入
生
、
晴
れ
や
か
に
～

　

わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
13
名
の

園
児
が
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
園
舎
を
巣
立
ち
ま
し

た
。

　

名
前
を
呼
ば
れ
た
卒
園
児
た
ち
は
大
き
な
声
で
返

事
を
し
、
小
林
園
長
先
生
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
保
護
者
の
方
に
今
ま
で
の
お

礼
と
小
学
生
で
の
抱
負
を
伝
え
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
言
葉
で
、
卒
園
ま
で
の
思
い
出
を
一
人

一
人
が
話
す
姿
に
、
保
護
者
の
方
が
、
わ
が
子
の
成

長
を
嬉
し
そ
う
に
見
守
る
中
、
卒
園
児
た
ち
の
卒
園

の
歌
が
会
場
を
温
か
く
包
み
ま
し
た
。

　

若
桜
学
園
で
も
、
お
友
達
や
上
級
生
と
仲
良
く
過

ご
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
、
充
実
し
た
楽

し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
わ
か
さ
こ
ど
も
園
）

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
わ
か
さ
こ
ど

も
園
で
入
園
式
を
行
い
、
新
入
園
児
４
名
、
前
年
度

途
中
入
園
児
５
名
の
計
９
名
の
園
児
が
わ
か
さ
こ
ど

も
園
に
入
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
先
生
か
ら
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、
元
気
よ
く
手
を
上
げ
て
「
は
い
！
」
と
大
き
な

返
事
が
式
場
に
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
祝
い
の
歌

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
元
気
よ
く
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
く

姿
を
見
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。

�

（
わ
か
さ
こ
ど
も
園
）

　

令
和
6
年
度
の
若
桜
学
園
の
入
学
式
が
4
月
9
日

（
火
）
に
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
14
名
の

新
入
生
が
多
く
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
少
し
緊
張
し

な
が
ら
も
笑
顔
で
入
場
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
、
一

人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
し
っ
か
り
と
口
を
開
い

て
元
気
の
よ
い
返
事
で
応
え
、
そ
の
声
か
ら
は
新
し

い
学
園
生
活
へ
の
希
望
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
、
そ
し
て

若
桜
学
園
の
先
生
達
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
み
な
さ

ん
の
姿
を
見
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
代
表
の
盛
田
萌
衣
さ
ん
は
、「
明

る
く
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
。
好
き
嫌
い
を

せ
ず
、
た
く
さ
ん
給
食
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
友
達
と

仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
。
勉
強
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
諦
め
ず
に
最
後
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。」
と
学
園
生
活
を
楽
し
く
送
る
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
一
緒
に
新
し
く
ス
タ
ー
ト
で
き

る
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
迎
え
、
本
年
度
の
全
校
児
童
生
徒
は

１
０
６
名
と
な
り
ま
し
た
。
全
校
児
童
生
徒
が
互
い

に
関
わ
れ
る
一
貫
校
の
良
さ
を
生
か
し
、
学
園
で
の

生
活
が
充
実
で
き
ま
す
よ
う
地
域
全
体
で
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

３
月
22
日（
金
）

４
月
４
日（
木
）

４
月
９
日（
火
）
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若
桜
町
公
民
館
池
田
分
館
に

若
桜
町
公
民
館
池
田
分
館
に

集
落
支
援
員
１
名
を
配
置
し
ま
し
た

集
落
支
援
員
１
名
を
配
置
し
ま
し
た

蕎
麦
に
よ
る
町
お
こ
し
を
！

蕎
麦
に
よ
る
町
お
こ
し
を
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
就
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊
就
任

　

４
月
１
日
よ
り
、
池
田
地
区
の
集
落
支
援
員
を
１
名
、
若
桜
町
公
民
館
池
田

分
館
に
配
置
し
ま
し
た
。

　

集
落
支
援
員
と
は
、
町
や
地
域
住
民
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
「
目
配
り
」

と
し
て
集
落
の
巡
回
や
見
守
り
を
行
う
存
在
と
し
て
総
務
省
が
定
め
た
制
度
で
、

今
後
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
進
む
池
田
地
区
で
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

　

若
桜
町
で
は
農
山
村
の
活
性
化
に
意
欲
の
あ
る
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
地

域
に
お
け
る
活
動
を
通
し
て
地
域
力
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
、
都
市
地
域
か

ら
若
桜
町
へ
移
住
し
て
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
新
た
に
商
業
部
門
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
小こ
は
ま濱
雄ゆ
う
じ史
さ
ん
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
小
濱
さ
ん
に
は
蕎
麦
に
よ
る
町
お
こ
し
と
し
て
、
吉
川
地

区
の
村
お
こ
し
団
体
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
蕎
麦
の
栽
培
や
蕎
麦
打

ち
等
を
習
得
し
、
町
内
で
の
蕎
麦
屋
の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
見
か
け
し
た
際
は
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
経
済
産
業
課
）

集
落
支
援
員　

　

馬ば

ば場
﨑さ
き

　
加か

よ

こ
代
子　
さ
ん

小こ

濱は
ま

　
雄ゆ
う
史じ　
さ
ん

　この度、池田地区の集落支援員として若桜町公民館
池田分館へ配属されました馬場﨑加代子です。
　分からないこと、知らないことだらけですが、少し
ずつ集落のことを知って、活動していきたいと考えて
いますので、皆さんからのご指導とご協力をよろしく
お願いいたします。

ひとこと

▲辞令交付の様子

若桜町の町おこし
に貢献できるよう
頑張ります！よろ
しくお願いします。

若
桜
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

1212広報わかさ2024 年５月号広報わかさ2024 年５月号



▲協定締結の様子

▲�鳥取大学と連携協定を結ん
だ町長ら

▲講義の様子

▲寄贈の様子　�左から高橋将浩さん（鳥取信用金庫本店営業部部長）、圓井貴志
さん（メモワールイナバ代表取締役）、小林俊介さん（若桜学園
前校長）

「
エ
ゴ
マ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

「
エ
ゴ
マ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
！

開
催
し
ま
し
た
！

鳥
取
大
学
と「
地
域
協
働
に
係
る

鳥
取
大
学
と「
地
域
協
働
に
係
る

連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
！

連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
！

　

若
桜
町
公
民
館
で
エ
ゴ
マ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
鳥
取
環
境
大
学
山
口
教
授
に
よ

る
若
桜
エ
ゴ
マ
に
係
る
大
学
の
取
り
組
み
や
鳥
取
県

東
部
農
林
事
務
所
八
頭
事
務
所
宮
本
普
及
主
幹
、
鳥

取
県
農
業
試
験
場
石
賀
研
究
員
に
よ
る
エ
ゴ
マ
の
栽

培
方
法
に
つ
い
て
の
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
21
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
熱
心
に
講
義
を

聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
エ
ゴ
マ
に
よ
る
農
地
保
全
、
農
業
振

興
を
図
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
エ
ゴ
マ

生
産
組
合
は
、
30
名
が
在
席
し
て
お
り
、
年
間
収
量

１
，
０
０
０
㎏
ほ
ど
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
さ

れ
た
エ
ゴ
マ
は
エ
ゴ
マ
油
に
加
工
さ
れ
、
道
の
駅
や

飲
食
店
へ
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ゴ
マ

生
産
組
合
は
新
し

い
生
産
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
エ

ゴ
マ
を
栽
培
し
て

み
た
い
方
は
ぜ
ひ

役
場
経
済
産
業
課

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�

（
経
済
産
業
課
）

　

鳥
取
大
学
で
「
地
域
協
働
に
係
る
連
携
協
定
」
の
締
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
大
学
と
は
現
在
、
地
域
医
療
や
地
域
経
済
な
ど
の

分
野
で
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
協
定
締
結
を
機

に
、
今
後
、
様
々
な
分
野
で
鳥
取
大
学
と
連
携
し
、
若
桜

町
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

�

（
企
画
政
策
課
）

若
桜
学
園
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

若
桜
学
園
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

株
式
会
社
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ
様
と
鳥
取
信
用
金

庫
様
か
ら
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
若
桜
学

園
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
行
事
や
発
表
で
使
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
学
校
教
育
で
大
切
に
使
用
し
て
い
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

３
月
27
日
水

３
月
14
日
木

３
月
25
日
月
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若桜町人事異動 令和6年４月１日付

課長級
新 旧 氏　名

税務課長 税務課課長補佐（兼）賦課徴収係長 山本　賢一

経済産業課長 経済産業課長（併）農業委員会事務局長 中島　毅彦

地域整備課長 地域整備課長（兼）上下水道・住宅係長 竹本　英樹

地籍調査課長 地籍調査課長（兼）地籍調査係長 矢部　広一

教育委員会事務局次長（兼）人権同和政策室長
（兼）学校給食センター所長 税務課長 下石　裕美

保健センター長（兼）包括支援センター所長 保健センター所長（兼）健康対策係長 山根　葉子

農業委員会事務局長 教育委員会事務局次長（兼）人権同和政策室長
（兼）学校給食センター所長 小林　貴之

企画政策課参事（兼）情報交通係長 地域整備課課長補佐（兼）道路整備係長 木地谷　諭

経済産業課参事（兼）観光商工室長 経済産業課課長補佐 岩見　　聡

課長補佐級
総務課課長補佐（兼）消防防災係長（併）選挙管
理委員会事務局書記 総務課財政係長 青木　友美

税務課課長補佐（兼）賦課徴収係長 総務課課長補佐（兼）総務行政係長（併）選挙管
理委員会事務局書記 車井　育子

福祉保健課課長補佐 企画政策課課長補佐 君野久美子

保健センター主幹（兼）健康対策係長 保健センター主幹 山本　夕子

経済産業課課長補佐（兼）林業振興係長 総務課消防防災係長 中嶋　　功

地域整備課課長補佐（兼）上下水道・住宅係長 福祉保健課課長補佐 太田　昌祐

係長級
総務課総務行政係長（併）議会事務局書記 総務課主任（併）議会事務局書記 後藤　美鈴

総務課財政係長（併）選挙管理委員会事務局書
記 総務課主任（併）選挙管理委員会事務局書記 林　　辰彦

福祉保健課副主幹 出納室副主幹 杉本　哲也

包括支援センター副主幹 企画政策課主任 尾坂　明紀

経済産業課農業振興係長 農業委員会事務局係長（併）経済産業課農業振
興係長 志水　栄介

地域整備課道路整備係長 地域整備課主任 竹内　祥浩

地籍調査課地籍調査係長 企画政策課情報交通係長 三島　達矢

若桜町公民館副主幹 若桜町公民館主任 村中　活恵

主任級
出納室主任 教育委員会事務局主任 山根　詳生

総務課主任 地籍調査課主任 銀杏　惇志

経済産業課主任 経済産業課主事 盛田雄太郎

地域整備課主任 町民課主事 片山　公貴
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若
桜
学
園
教
職
員

人
事
異
動

令和
６年度

転
退
任 

（
転
任
校
）

着
任 

（
前
任
校
）

校　
　

長　

小
林　

俊
介

�

（
役
職
定
年　

八
頭
町
立
八
頭
中
学
校
へ
）

教　
　

諭　

小
林　

佳
苗
（
八
頭
町
立
八
東
小
学
校
へ
）

教　
　

諭　

吉
川　

智
子
（
八
頭
町
立
八
頭
中
学
校
へ
）

教　
　

諭　

山
根　
　

聡

�

（
鳥
取
県
教
育
委
員
会
事
務
局
東
部
教
育
局
へ
）

教　
　

諭　

前
田　

大
輔
（
鳥
取
大
学
附
属
中
学
校
へ
）

非
常
勤
講
師　

中
尾　

善
登
（
任
用
終
了
）

図
書
館
指
導
員　

山
根　

輝
代
（
退
職
）

校　
　

長　

岡
村　

篤
朋
（
八
頭
町
立
郡
家
西
小
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

中
田
ま
ど
か
（
八
頭
町
立
八
頭
中
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

川
口　

卓
己
（
八
頭
町
立
船
岡
小
学
校
よ
り
）

非
常
勤
講
師　

中
島　

晴
美　

非
常
勤
講
師　

德
永　

栄
衣　

支
援
員　

中
尾
ひ
と
み

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　

田
村　

真
一

お
世
話
に

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

な
り
ま
し
た

よ
ろ
し
く

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

主事級
新 旧 氏　名

総務課主事 経済産業課主事 稲田　翔吾

総務課主事 税務課主事 谷口　美羽

企画政策課主事 福祉保健課主事（包括支援センター） 武田佳菜絵

新規採用
教育委員会事務局参事（兼）指導主事（兼）総務学
校教育係長 郡家東小学校 大坪　紘司

税務課主任 鳥取県 山野　卓也

包括支援センター社会福祉士 藤原　七海

教育委員会事務局主事 井口虎汰郎

町民課主事 三島　智希

企画政策課主事 三村　歩剛

退職
包括支援センター所長 寺西　　満

郡家西小学校 教育委員会事務局参事（兼）指導主事（兼）総務
学校教育係長 西田　彰訓

鳥取県 経済産業課課長補佐（兼）林業振興係長 前田淳一郎

保健センター保健師 千村真優華

再任用
町民課副主幹 前田　弥生

経済産業課副主幹 山本　伸一

わかさこども園現業副主幹 中尾久美子
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新
し
い
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

4
月
1
日
付
で
教
育

委
員
会
事
務
局
参
事
を

拝
命
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
地
域
の
宝
、
未

来
の
宝
で
す
。
学
校
現

場
で
培
っ
て
き
た
こ
と

を
生
か
し
て
、
ふ
る
さ
と

若
桜
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
教
育
行
政
の
発
展

の
た
め
に
、
今
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
な
が

ら
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

大お
お
つ
ぼ坪

　
紘こ
う
じ司

 （
教
育
委
員
会
事
務
局　

参
事
）

　

今
年
度
か
ら
新
規
採

用
と
し
て
、
福
祉
保
健
課

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
で
あ
る
若
桜
町

で
働
く
こ
と
が
で
き
、
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
、
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
日
々
勉
強

し
、
地
域
の
方
々
か
ら
信

頼
し
て
も
ら
え
る
職
員

に
な
れ
る
よ
う
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

藤ふ
じ
わ
ら原

　
七な
な
み海

 （
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

社
会
福
祉
士
）

　

今
年
度
か
ら
新
規
採

用
と
し
て
、
教
育
委
員
会

事
務
局
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
。

　

地
元
で
あ
る
若
桜
町

で
働
け
る
こ
と
で
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で
も
早

く
仕
事
に
慣
れ
、
町
民
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

井い
ぐ
ち口

　
虎こ
た
ろ
う

汰
郎

 （
教
育
委
員
会
事
務
局　

主
事
）

　

今
年
度
か
ら
新
規
採

用
と
し
て
町
民
課
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
体
験
す
る
環

境
の
中
で
慣
れ
な
い
こ

と
が
多
く
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
い
ち

早
く
町
民
の
皆
様
、
こ
の

若
桜
町
に
貢
献
で
き
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

三み
し
ま島

　
智と
も

希き

 

（
町
民
課　

主
事
）

　

今
年
度
か
ら
新
規
採

用
と
し
て
、
企
画
政
策
課

に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
こ
と
ば
か

り
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
少
し
で
も

早
く
慣
れ
て
町
民
の
皆

さ
ま
に
寄
り
添
い
、
力
に

な
れ
る
よ
う
に
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

三み
む
ら村

　
歩ほ

剛た
か

 

（
企
画
政
策
課　

主
事
）
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〝が
ん
ば
る
〟

　
　
　
　
ト
ーク

町長発！

　

４
月
の
組
織
改
正
で
、
経
済
産
業
課
の

観
光
商
工
部
門
を
駅
前
ビ
ル
の
２
階
に
移

転
し
ま
し
た
。
町
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
前

で
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
適
時
に
把
握
し
、
観

光
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と

で
的
確
な
施
策
立
案
に
つ
な
げ
て
、
地
元
経

済
が
潤
う
観
光
を
目
指
す
狙
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
訪
日
外
国
人
観
光
客

は
飛
躍
的
に
増
え
、コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
若
桜
駅
前
で
も
台
湾
人

観
光
客
を
日
常
的
に
見
掛
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
年
後
に
迫
っ
た
大
阪
・
関
西

万
博
で
は
県
内
へ
の
誘
客
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
し
、再
来
年
に
は
米
大
手
マ
リ
オ
ッ
ト
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
が
砂
丘
西
側
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
近

い
将
来
、
県
東
部
の
観
光
の
流
れ
が
大
き
く

変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、
観
光
地
図
を
塗

り
替
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

旅
の
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
い
、

旅
行
者
が
地
域
独
自
の
自
然
や
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
文
化
を
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
体
験
し
、
旅
行
者
自
身
の
自
己
変
革
・

成
長
の
実
現
を
目
的
と
す
る
形
態
で
す
。

こ
う
し
た
旅
行
者
に
は
、
傾
向
と
し
て
富
裕

層
が
多
く
、
長
期
滞
在
を
好
み
、
目
的
地
選

定
に
あ
た
り
地
域
社
会
の
環
境
保
全
や
地

域
住
民
の
雇
用
・
所
得
向
上
に
貢
献
で
き

る
か
ど
う
か
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
で
、
そ
の

分
、
質
の
高
い
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

若
桜
町
は
、
氷
ノ
山
エ
リ
ア
を
始
め
豊
か

な
自
然
環
境
や
、
若
桜
鉄
道
、
重
伝
建
の

町
並
み
、
若
桜
鬼
ヶ
城
、
不
動
院
岩
屋
堂

な
ど
の
歴
史
文
化
の
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、ス
キ
ー

な
ど
の
自
然
体
験
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
そ
ば
や

お
や
き
な
ど
食
品
加
工
体
験
な
ど
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
も
豊
富
で
、
未
開
拓
の
分
野
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
ば
、
旅
行
者
の
嗜
好
に
合
っ
た
旅
行

商
品
が
数
多
く
造
成
で
き
る
た
め
、
町
内
の

観
光
産
業
の
伸
び
し
ろ
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、ガ
イ
ド
な
ど
人
材
の
確

保
育
成
、
表
記
の
多
言
語
化
、
宿
泊
機
能
の

整
備
な
ど
受
入
れ
の
課
題
も
多
く
、
何
よ
り

観
光
に
携
わ
る
事
業
者
や
関
係
機
関
が
目

指
す
方
向
を
共
有
し
て
連
携
・
協
力
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
駅
前
に
は
、
観
光
協

会
の
ほ
か
鉄
道
、商
工
会
、農
協
、郵
便
局
、

特
産
品
グ
ル
ー
プ
や
道
の
駅
な
ど
関
係
機
関

が
集
積
し
て
お
り
、
観
光
商
工
室
に
は
旗
振

り
役
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
移
住
者
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、
今

後
、
向
か
い
の
農
協
２
階
を
活
用
し
て
行
う

予
定
で
す
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て

「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て

　

若
桜
町
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
振
興
に
繋
が
る
個
人
及
び

団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」

を
募
集
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　

応
募
者
は
申
請
に
必
要
な
書
類

（
申
請
書
、
事
業
計
画
書
、
収
支
予

算
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
、
若
桜
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
若
桜
町
役
場
企
画
政
策

課
で
配
架
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　

若
桜
町
に
住
所
を
有
し
、
今
後
も

引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ
る

者
。（
年
齢
は
問
わ
な
い
）

《
対
象
外
》

・�

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
主
た
る

目
的
と
し
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団

員
の
統
制
の
下
に
あ
る
個
人
及
び

団
体

・
公
共
に
類
す
る
団
体

審
査
方
法

　

５
月
下
旬
に
審
査
会
を
開
催
し
、

応
募
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
事
業
の
選
考
を
行
い
ま
す
。

事
業
内
容

・�

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
参
加
事

業
（
教
育
や
医
療
等
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
係
る
研
修
）

・�
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
主
催
事

業
（
教
育
や
医
療
等
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
係
る
研
修
）

・�

グ
ル
ー
プ
活
動
・
村
お
こ
し
活
動

支
援
事
業
（
地
域
に
根
ざ
し
た
産

業
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び

町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
経

費
を
助
成
）

募
集
期
間

　

令
和
６
年
４
月
26
日
（
金
）

�

～
令
和
６
年
５
月
17
日
（
金
）

　

17
時
ま
で
（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
１　

（
82
）０
１
３
４

　
　
　
　
　
　
　

：kikaku@
tow

n.w
akasa.tottori.jp
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子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す

5
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？

　

子
育
て
に
関
す
る
活
動
に
対
し
て
、
で
き
る
時
に
、

で
き
る
範
囲
で
ご
協
力
い
た
だ
く
子
育
て
応
援
団
で

す
。
原
則
と
し
て
謝
礼
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
の
内
容
は
ど
ん
な
も
の
？

①�

教
育
活
動
支
援
（
例
：
園
外
保
育
や
校
外
学
習
な

ど
の
引
率
支
援
、
調
理
実
習
な
ど
の
補
助
）

②�

教
育
環
境
整
備
支
援
（
例
：
園
庭
や
校
庭
の
除
草

作
業
、
体
験
活
動
場
所
の
整
備
、
菜
園
の
整
備
）

③�

こ
ど
も
園
や
学
園
行
事
に
係
る
支
援
（
例
：
運
動

会
や
発
表
会
な
ど
の
支
援
）

④�

登
下
校
中
の
安
全
確
保
支
援
（
例
：
見
守
り
隊
）

⑤
放
課
後
の
活
動
支
援
（
例
：
部
活
動
の
支
援
）

⑥�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー　
　
　

な
ど

ど
う
や
っ
て
活
動
す
る
の
？

①�

登
録　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②�

情
報
の
提
供　

登
録
情
報
を
リ
ス
ト
化
し
、
必
要

な
情
報
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
団
体

（
こ
ど
も
園
や
若
桜
学
園
な
ど
）へ
提
供
し
ま
す
。

③�

依
頼　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
団
体
か

ら
直
接
登
録
者
へ
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

　

※�
ご
登
録
い
た
だ
い
て
も
依
頼
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
は
？

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、
町
民
課
又
は
わ
か
さ
こ
ど
も
園
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
若
桜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
地
域
の
見
守

り
役
と
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま

ざ
ま
な
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
、
医
療
や
介
護
、
子

育
て
の
不
安
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
課
題
が
解

決
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
へ
の
つ
な
ぎ
役
に
な

り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法
律
で
守
秘
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

保
護
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
育
児
経
験
の
あ
る
方
や
退
職
し
て
時
間
に
余
裕
の
あ

る
方
、
得
意
分
野
を
活
か
し
て
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
た
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
ん
な

で
一
緒
に
子
育
て
し
ま
し
ょ
う
。お

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課	

☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

	

（
82
）０
１
３
４　

chomin@town.wakasa.tottori.jp

　
わ
か
さ
こ
ど
も
園	

☎（
82
）０
０
１
１　
IP
☎
９（
82
）０
０
１
１

	

（
82
）０
０
１
１　

kodomoen@town.wakasa.tottori.jp

お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課

　
　
☎（
82
）２
２
３
２　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
２
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　第１２回目となる３月のイチオシ若桜メシは、９年生にとって最後の給食となりました。
卒業していく９年生には、自分たちの住む若桜町の食材や人、町を大切に思う気持ちを
持ち続けてほしいと願っています。
　４月からもイチオシ若桜メシの事業を続けていきます。どのような給食が出るか今後も
お楽しみに！

若桜学園給食に地元食材を提供する

「イチオシ若桜メシ」

若桜町役場 Facebookで給食の様子を紹介しています！

第12回
3/7

▲「イチオシ若桜メシ」を楽しむ生徒たち

いのしし肉スライス
 60g
酒 小さじ１
しょうが 2g
白菜 100g
さといも 100g
にんじん 40g
ごぼう 20g

白ねぎ 50g
煮干し 10g
水 800ml
こいくちしょうゆ
 大さじ1
みりん 小さじ1
サラダ油 適量

栄養価　　エネルギー　70kcal　たんぱく質　3.9g　カルシウム　28mg　食塩相当量　0.8ｇ

材料（４人分）
作り方
① いのしし肉は２cm幅に切り、酒をふっておく。しょうがはすりお

ろし、白菜は２cm幅に切り、さといもは皮をむいて一口大に切
り、にんじんはいちょう切り、ごぼうはささがき、白ねぎはなな
め切りにする。

② 煮干しでだしをとっておく。
③ 鍋にサラダ油を熱し、いのしし肉としょうがを炒める。色が変

わったらにんじん、ごぼうを入れて炒め、油がまわったら②とさ
といも、白菜を加え、アクを取りながら煮る。

④ 野菜が煮えたらこいくちしょうゆとみりんで調味する。

『イチオシレシピ』若桜のいのしし汁  イチオシ若桜メシをご家庭でも！

〇肉巻きおにぎり
　Boo むす（オンリー Boo）

★料理名とイチオシ食材
〇若桜のいのしし汁
　いのしし肉（わかさ２９工房）
　弁天娘　　（太田酒造）

〇エゴマ和え
エゴマ（若桜味工房）

若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会

若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会

若
桜
鉄
道
沿
線
は
花
ざ
か
り
！

若
桜
鉄
道
沿
線
は
花
ざ
か
り
！

　

若
桜
駅
を
元
気
に
す
る
会
（
丹
松
正
信
会
長
）
で
は
上
高
野
地
区
の

線
路
際
に
花
の
植
栽
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
春
も
ス
イ
セ

ン
や
菜
の
花
が
開
花
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
初
め
て

の
春
と
い
う
こ
と
で
列
車
利
用
客
や
沿
線
の
観
光
客
数
も
多
く
、
大
勢

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
植
栽
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
若
桜
駅
を
元
気

に
し
た
り
、
地
域
の
発
展
に
資
す
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

▲�線路に沿って植えたスイセンが見事に咲きました！
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野
良
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の

野
良
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

一
部
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
野
良
猫
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
と

と
も
に
、
や
む
を
得
ず
殺
処
分
さ
れ
る
不
幸
な
命
を
減
ら
し
、
町
民
の
動
物
愛

護
意
識
を
高
め
る
た
め
、
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
た
ら
～

　

発
情
期
特
有
の
困
っ
た
行
動
（
鳴
き
声
や
マ
ー
キ
ン
グ
、
ケ
ン
カ
等
）
が
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
野
良
猫
が
増
え
な
く
な
り
ま
す
。

※
手
術
済
み
の
猫
に
は
、
目
印
と
し
て
猫
の
耳
先
の
一
部
切
除
が
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
町
民
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

1. 対 象 者 ･ 町内に住所を有する方又は自治会で
町内の野良猫を捕獲できる方
･ 手術を行う動物病院に、自ら猫を持
ち込み、不妊・去勢手術を受けさせ、
その手術費用を負担した方

2. 補助金額 町内で捕獲した猫の手術にかかる費用
（1匹につき、上限 1万円）
※手術費用が 1 万円未満の場合はその額

3. 対象頭数 10 頭　　※申込順

4. 申請限度数 ･ 個人の申請　　　上限：�１人につき
３頭まで

･自治会での申請　上限：５頭まで

注意：�手術後の猫を生息場所に戻す場合は、周辺環境
の美化を図り、近隣住民の理解を得るよう努め
てください。また、屋内飼育ができる方への譲
渡に努めてください。

みなさんにお願い
　野良猫が可愛いからと、無責任に餌を与えないよう
にしましょう。餌を与え続けると増えていき、糞尿な
どにより地域に迷惑をかけることに繋がります。
◎�飼い猫の不妊・去勢手術については鳥取県獣医師会
で助成しています。動物病院でお尋ねください。

　農地を耕作目的で売買等をする場合は、農地法第３条の規定により、あらかじめ許可を受けなけ
ればなりません。
　この許可がなければ、農地の売買を行っても所有権移転登記ができませんので、必ず許可申請
書を農業委員会に提出し、許可を受けましょう。
　ただし、次のような場合には許可することができません。

●農地取得後に継続的に耕作しない場合
●農地を他人に転貸したりして自ら耕作しない場合

　昨年４月１日付の農地法の改正で、下限面積要件がなくなったことに伴い、若桜町についても独
自で定めていた下限面積要件（20アール）を廃止しました。これにより、農業経営に意欲的な人であ
れば、農地の売買の申請をすることが可能になりました。
　各許認可等の申請の締め切りは毎月20日で、翌月の10日前後に開催される農業委員会総会で審
議いたします。詳しくは、農業委員会までお問い合わせ下さい。

４月10日（水）に農業委員会総会を開催しました。

お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2238☎82-2236　IP ☎9-82-2238

【報告事項】
　・公共工事の施工に伴う付帯施設設置に係る農地転用　４件
　・農地法第３条の３第１項の規定による届出　　　　　２件
【審議事項】
　・利用権設定等申出　　　　　　　　　　　　　　　　18件

にはには許可が必要許可が必要ですです

農地の売買や貸借農地の売買や貸借◉農業委員会からのお知らせ
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氷
ノ
山
か
ら

　

間
伐
と
は
、
木
が
大
き
く
育
っ

て
混
み
あ
っ
て
き
た
時
に
間
引
く

作
業
で
す
。日
光
が
林
の
中
に
た
っ

ぷ
り
と
差
し
込
み
、
木
が
健
全
に

育
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
般
的

に
は
、
生
き
て
い
る
木
を
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
切
り
倒
す
こ
と
で
、
切

り
倒
し
た
木
を
利
用
す
る
場
合
は
、

林
か
ら
運
び
出
し
て
乾
燥
さ
せ
、

板
や
柱
に
加
工
し
ま
す
。

　

他
方
「
皮
む
き
間
伐
」
と
い
う

手
法
が
あ
り
、
ま
ず
木
の
皮
を
む

き
ま
す
。
木
は
皮
を
む
か
れ
る
と

水
や
養
分
を
運
ぶ
管
が
切
断
さ
れ

る
た
め
、
枯
死
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
１
年
程
度
経
っ
て
か
ら

切
り
倒
す
と
い
う
も
の
で
す
。
枯

れ
た
木
は
軽
く
な
る
の
で
、
運
び

出
す
手
間
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や

シ
カ
は
、
木
の
皮
の
内
側
を
食
べ

る
た
め
や
角
を
研
ぐ
た
め
に
「
皮

剥
ぎ
」
を
す
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
木
は
立
ち
枯
れ
し
ま

す
が
、「
皮
む
き
間
伐
」
は
健
全

な
林
を
育
て
る
た
め
の
人
為
的
な

作
業
で
す
。

　

響
の
森
で
は
、
自
然
素
材
工
房

は
ち
ど
り
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、

人
工
林
の
手
入
れ
の
話
を
伺
い
、

「
皮
む
き
間
伐
」
を
体
験
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
６
月
30
日
に
開
催
し
ま

す
。
お
申
込
み
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

響
の
森�

自
然
解
説
専
門
員�

高
橋
宏▲�力を合わせて皮むき間伐

「
皮
む
き
間
伐
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

消
費
者
月
間
統
一
テ
ー
マ

「
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
求
め
ら
れ
る

�

消
費
者
力
と
は
」

若
桜
町
消
費
生
活
相
談
窓
口　
☎（
71
）０
８
２
２　
IP
☎
９（
71
）０
８
２
２

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

消
費
生
活
相
談
窓
口
と
は

　

デ
ジ
タ
ル
化
や
、
Ａ
Ｉ
等
の
技
術
が
急
速
に
進
展
し
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

が
か
つ
て
な
く
速
く
な
る
中
で
、
わ
た
し
た
ち
消
費
者
を
取
り
巻
く
取
引

や
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
急
速
に
変
化
し
、
利
便
性
が
増

す
一
方
、
リ
ス
ク
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
い
て
わ
た
し
た
ち
が
安
全
・
安
心
か
つ

豊
か
な
消
費
生
活
を
送
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や
リ

ス
ク
へ
の
理
解
、
情
報
に
対
す
る
批
判
的
思
考
力
、
適
切
に
情
報
を
収
集
・

発
信
す
る
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
気
づ
く
・
断
る
・
相
談
す
る
」
と

い
う
こ
れ
ま
で
も
必
要
と
さ
れ
た
基
礎
的
な
力
も
引
き
続
き
高
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活
全
般
に
関
す

る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
消
費
者
か
ら
の
相

談
を
専
門
の
相
談
員
が
受
付
、
公
正
な
立
場
で
処

理
に
あ
た
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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『
認
知
症
高
齢
者
の
一
人
歩
き
』
に
つ
い
て

『
認
知
症
高
齢
者
の
一
人
歩
き
』
に
つ
い
て

��

――��

Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す��

――

◆
事
業
内
容

　

２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
認
知
症
に
よ
る

行
方
不
明
者
も
年
々
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

若
桜
町
で
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
が
一
人
歩
き
し

た
時
に
居
場
所
を
確
認
で
き
る
探
査
シ
ス
テ
ム
機
器

を
購
入
す
る
場
合
、
加
入
料
金
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
補
助
対
象
者

　

町
内
に
居
住
し
、
一
人
歩
き
の
見
ら
れ
る
認
知
症

の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

◆
補
助
金
額

　

加
入
料
金
（
初
期
費
用
）
の
９
割
に
相
当
す
る
額

　
　
　
　
　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ　
　
☎（
82
）２
２
０
９　
　

　
　
　
　
　
　
　
IP
☎
９（
82
）２
２
１
４

※参考例（ココセコム）
　・加入料金（初期費用）
 税込 4,950 円
　・基本料金（月額）
 税込 1,320 円
　 その他類似のサービスで

も対象となります。
▼ココセコム携行端末
　

▼機器使用例（ココセコムパンフレットより）

本人が身につけ
るものに普段か
ら入れておき、
持ち歩けるよう
にします。

　いつもより帰りが遅かったり、
お出かけの際にはぐれてしまった
りして、高齢者の方がどこにいる
か知りたい時、ココセコムの現在
位置が分かり、本人が確認できま
す。

　ココセコムの専用ホームページから家
族がココセコムを振動させ、本人がボタ
ンを押します。応答があれば居場所が分
かり安心できます。

　
介
護
に
つ
い
て
ご
相
談
が
あ
る
方
は
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

2222広報わかさ2024 年５月号広報わかさ2024 年５月号



■
　 

読
み
聞
か
せ
教
室

　

今
年
度
最
後
の
読
み
聞
か
せ
は
、「
の
ら
ね

こ
ぐ
ん
だ
ん
パ
ン
こ
う
じ
ょ
う
」
の
絵
本
を

読
み
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
仲
が
良

く
、
い
つ
も
読
み
聞
か
せ
の
時
は
集
中
し
て

聞
く
こ
と
が
出
来
て
い
て
感
心
し
ま
す
。

　

絵
本
を
読
ん
だ
後
お
楽
し
み
会
と
し
て
、

口
ぱ
く
ゲ
ー
ム
、
新
聞
紙
折
り
た
た
み
ゲ
ー

ム
、
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

大
き
な
子
が
小
さ
な
子
の
面
倒
を
見
て
遊
び

を
リ
ー
ド
し
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
遊
戯
室

の
中
は
熱
気
と
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　

　
　
　    

  

ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス    

　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

	（
82
）１
６
０
２

IP
☎	

９（
82
）１
６
０
２

人
権
か
る
た

の
び
ろ
よ
の
び
ろ
　
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
同
じ
地
球
の
子

３
月
19
日

▲じゃんけんポン ▲みんなで、はいポーズ♪

▲絵本の読み聞かせ

若桜町ふれあい交流センター事業の
参加者募集について

いきいき教室
 日　時 　�６月13日
��　　　　第２木曜日
��　　　　19：00～21：00
 場　所 　�若桜町ふれあい交

流センター
 内　容 　�クラフトバッグ・

PPバンドバッグ
��　　　　※�どちらかを選ん

でください。
 会　費 　１回200円
 講　師 　徳田めぐみ（５回）
 内　容 　�フラワーアレンジ

メント（11月）
 講　師 　丹松美恵子（１回）
 締　切 　５月10日（金）

書道教室
 日　時 　�５月16日
��　　　　第３木曜日
��　　　　19：00～21：00
 場　所 　�若桜町ふれあい交

流センター
 対象者 　�小学生以上・一般
��　　　　小学生19：00～20：00
��　　　　大　人19：00～21：00
 会　費 　子ども１回100円
��　　　　大　人１回200円
 講　師 　奈羅尾領華（12回）
 締　切 　５月10日（金）
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第
28
回　
赤
松
地
区
（
馬
場
・
寺
所
・
内
町
・
赤
松
）

　

平
成
19
年
８
月
22
日
、
夕
刻
迫
る
17
時
か
ら
20
時
ま

で
の
間
に
赤
松
地
区
・
屋
堂
羅
地
区
を
中
心
に
最
大
時
間

雨
量
86
㎜
の
局
所
的
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
て
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。
す
さ
ま
じ
い
集
中
豪
雨
で
現
実
の
恐

ろ
し
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
様
子
に
つ
い
て
、
時
系
列
に

追
っ
て
概
要
を
記
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

16
時
30
分　

�

八
頭
地
区
に
「
大
雨
洪
水
警
報
発
令
」

こ
の
時
点
で
２
～
３
㎜
で
あ
っ
た
。

　

18
時
30
分　

�

雨
量
が
急
激
に
増
加
し
、
役
場
が
災
害

対
策
本
部
を
設
置
。

　

18
時
50
分　

若
桜
町
消
防
団
招
集
。

　

19
時
00
分　

�

役
場
に
増
水
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
家

屋
浸
水
等
の
被
害
状
況
が
入
り
始
め
る
。

　

そ
の
後
、
雨
が
止
ん
で
も
道
路
に
か
か
る
橋
げ
た
が
上

流
か
ら
流
れ
出
た
流
木
で
ふ
さ
が
り
、
道
路
上
を
土
石
流

が
流
れ
県
道
は
20
時
00
分
に
全
面
通
行
止
め
と
な
っ
た

が
、
赤
松
よ
り
下
は
22
時
00
分
に
解
除
さ
れ
、
赤
松
か
ら

上
は
８
月
24
日
の
17
時
30
分
に
解
除
さ
れ
た
。

　

こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
角
谷
川
流
域
の
寺
所
・
馬
場
や

内
町
集
落
で
は
河
川
が
増
水
し
各
所
で
護
岸
が
決
壊
し

た
。
河
川
未
改
修
区
域
で
は
土
石
流
で
車
庫
や
倉
庫
が

流
失
し
た
。
県
道
や
町
道
に
か
か
る
橋
に
は
上
流
か
ら
の

多
数
の
流
木
が
ひ
っ
か
か
っ
て
水
流
を
せ
き
止
め
、
住
宅

の
床
下
浸
水
や
路
上
に
土
砂
堆
積
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
赤

松
集
落
で
は
裏
山
の
谷
川
か
ら
の
土
砂
の
流
れ
が
ひ
ど
い

た
め
内
町
公
民
館
に
避
難
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
流
域
に

あ
る
水
田
に
は
収
穫
前
の
稲
穂
が
広
が
っ
て
い
た
が
、
多

く
の
流
木
や
多
量
の
土
砂
が
推
戴
し
て
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。

　

翌
日
の
23
日
以
降
よ
り
復
旧
作
業
に
着
手
し
、
役
場

職
員
、県
庁
職
員
、町
議
会
議
員
、青
壮
年
会
、一
般
の
方
々

な
ど
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
住
宅
に
入
っ

た
土
砂
撤
去
や
水
田
に
流
れ
出
た
冷
蔵
庫
、
生
活
物
資
、

大
小
の
流
木
な
ど
の
撤
去
作
業
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
24

日
に
は
、
国
土
交
通
省
職
員
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、

鳥
取
県
知
事
の
方
々
の
現
地
視
察
が
あ
り
、
被
害
の
状
況

に
絶
句
し
た
。

　

こ
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
、
国
・
県
の
支
援
に
よ
り

災
害
関
係
緊
急
砂
防
事
業
と
砂
防
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
・
災
害
関
係
緊
急
治
山
事
業
の
採
択
が
決
ま
っ

た
。
そ
の
結
果
、
総
事
業
費
約
30
億
円
を
か
け
て
30
地

点
で
の
復
旧
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
初
３
年
計
画
で
あ
っ
た
が
、
工
期
が
大
幅
に
伸
び
て

最
終
的
に
は
10
年
か
か
っ
た
。
主
な
工
事
は
、
角
谷
川
の

屈
折
し
た
流
れ
を
な
め
ら
か
に
し
、
川
幅
を
広
げ
て
改
修

し
た
こ
と
。
県
道
の
仮
設
道
路
を
設
け
て
行
っ
た
烏
川
橋

の
付
け
替
え
工
事
。
各
集
落
の
谷
筋
に
は
、
赤
松
地
区
で

３
カ
所
、
内
町
地
区
で
２
カ
所
、
寺
所
地
内
で
３
カ
所
、

角
谷
地
内
で
２
カ
所
の
計
10
カ
所
の
砂
防
え
ん
堤
を
建

設
し
た
。
中
で
も
赤
松
谷
川
の
砂
防
え
ん
堤
は
、
総
工
費

が
約
２
億
円
で
高
さ
13
ｍ
、
幅
１
０
０
ｍ
の
大
き
な
え
ん

堤
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
に
よ
っ
て
、
１
０
０
年
に
１
度
の
災
害

が
発
生
し
て
も
住
民
の
生
命
財
産
の
確
保
に
対
応
で
き
る

安
心
感
が
増
し
た
。
そ
し
て
こ
の
豪
雨
を
教
訓
と
し
て
、

住
民
は
町
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
防
災
訓
練
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。

�

（
赤
松
地
区
集
落
協
力
員
）

～
若
桜
の
集
落
史
～

町
誌
編
さ
ん
執
筆
協
力
員
よ
り

子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎82-0011　IP☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

5 月の予定
� 9 日（木）� 身体測定
�15 日（水）� ママサークル
�16 日（木）� 絵本の読み聞かせ

　真っ白なフレームに絵をかい
たり、カラフルなハートの形を
貼りながら、「派手に派手にし
よう！」と取り組むお母さんた
ちでした。
　お気に入りの写真を入れて
オリジナルの写真立てができま
した。

お気に入りの写真を入れよう！！
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新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

5 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ����（読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】5月 16 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」  （情報館館長）

【日時】5月 17 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

■は休館日

文　　　学 そ　の　他
・風待ちの四傑 今村　翔吾 ・いい人すぎるよ図鑑 明円　卓
・恋風 岡本　さとる ・本を読むだけで脳は若返る 川島　隆太
・お伊勢参り 小杉　健治 ・大谷翔平の思考法 児玉　光雄
・相槌 知野　みさき ・東京たのしい社寺カタログ 朝日新聞出版
・川のある街 江國　香織 ・愛憎の日本史 本郷　和人
・のち更に咲く 澤田　瞳子 ・有元葉子味噌、酒粕 有元　葉子
・二人キリ 村山　由佳 ヤング・児童書・絵本
・冬に子供が生まれる 佐藤　正午 ・だれか、ふつうを教えてくれ！ 倉本　智明
・うたう 小野寺　史宜 ・彼女たちのバックヤード 森埜　こみち
・源氏物語あやとき草子　　１，２ 遠藤　遼 ・ふでばこのくにの冒険 村上　しいこ
・国歌を作った男 宮内　悠介 ・直紀とふしぎな庭 山下　みゆき
・有罪、とＡＩは告げた 中山　七里 ・きょうはおやすみします ほそかわ　てんてん
・八秒で跳べ 坪田　侑也 ・ヴィンセントさんのしごと 乾　栄里子
・＜本の姫＞は謳う　　２ 多崎　礼 ・おめん 夢枕　獏
・三号線の奇跡 望月　くらげ ・こっちをみてる。 となり　そうしち
・歳時記を唄った童謡の謎 合田　道人 ・おはなみパーティーさくらさくさく すとう　あさえ
・シン・短歌入門 笹　公人 郷　　　土
・夏目家のそれから 半藤　末利子 ・火口に立つ。 松本　薫
・気づいたこと、気づかないままのこと 古賀　及子 ・続　若桜町誌 若桜町教育委員会

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

　『こんとあき』、『はじめてのおつかい』、『おつきさまこんばんは』など、
子どもの目線での日常生活を切り取った数々の作品は、半世紀にわたって
多くの子どもたちに読み継がれてきました。子どもから大人まで愛され、
心に残り続けるその魅力をぜひ感じてみてください。

こどもの読書週間　こどもの読書週間　期間：4月 27日～ 5月 10日
『ひらいてワクワク　めくってドキドキ』『ひらいてワクワク　めくってドキドキ』

【本の展示】�『絵本作家デビュー 50周年　林明子の世界』『絵本作家デビュー 50周年　林明子の世界』
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くらしの情報

　

３
月
10
日
（
日
）、
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

県
立
中
央
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師　

岩い
わ
な
り成
克か

つ

浩ひ
ろ

氏
を
お
迎
え
し
、

「
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
大
切
な
こ
と　

認
知

症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
廣
岡
保
明
院
長
か
ら
挨
拶
を
兼
ね
て
病
院
の
概
要
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
岩
成
看
護
師
の
講
演
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
な
が
ら
具
体
的
に
わ
か

り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
認
知
症
と
い
う
病
気
は
自

分
自
身
の
事
だ
と
捉
え
て
、
正
し
い
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
認
知
症

に
対
す
る
準
備
、
心
構
え
が
で
き
る
も
の
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
予

防
の
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
食
事
に
海
藻
類
を
取
り
入
れ
る
こ
と
、

近
隣
の
方
々
と
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
、
会
話
す
る
こ
と
、
適
度
な
負
荷
が

か
か
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
歩
く
こ
と
、
社
会
活
動
（
集
落
行
事
、
公
民

館
行
事
等
）
へ
の
参
加
な
ど
が
予
防
と
な
る
こ
と
、
ま
た
認
知
症
の
方
へ

の
接
し
方
と
し
て
、
周
囲
が
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
さ
り
げ
な
く
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
、
認
知
症
の
人
を
あ
り
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
等
々
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
、「
今
後
も
こ
の
よ

う
な
講
座
に
意
欲
的
に
参
加
し
た
い
」、「
認

知
症
予
防
に
海
藻
類
を
食
べ
た
い
」、「
散
歩

も
元
気
を
出
し
て
歩
こ
う
と
思
う
」
な
ど

様
々
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

▲�運動を取り入れながら分か
りやすく話される岩成さん

若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学

認
知
症
予
防
講
座

（
鳥
取
県
立
中
央
病
院
出
前
医
療
講
座
）

�令和６年 3月16日（土）�～ 17日（日）に池田分館にてふれあい作品展を開催しました。出
展者のみなさま、ご来場のみなさまありがとうございました。

池田分館ふれあい作品展
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くらしの情報

郷
土
文
芸���　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

記
帳
せ
ず
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
勘
違
い�

門
村
千
代

春
兆
し
一
枚
ず
つ
を
脱
が
す
風�

門
村
千
代

髪
美
人
お
や
よ
く
見
れ
ば
男
性
だ�
川
上　

巧

日
本
列
島
ど
こ
で
も
起
き
る
大
地
震�
川
上　

巧

マ
ス
ク
し
て
わ
か
り
に
く
い
ね
勘
違
い�
君
野
和
子

失
敗
を
ビ
ー
ル
の
泡
で
吹
き
と
ば
す�

君
野
和
子

思
い
出
し
ク
ス
リ
と
笑
う
勘
違
い�

車
井
信
惠

有
意
義
に
残
り
時
間
を
使
い
切
る�

車
井
信
惠

勘
違
い
か
友
と
会
う
は
ず
ま
だ
来
な
い�

中
田
房
江

自
民
党
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
で
ま
だ
も
め
る�

中
田
房
江

勘
違
い
笑
っ
て
茶
化
す
昨
日
今
日�

矢
部
節
子

暖
か
い
春
の
陽
受
け
て
墓
の
百
合�

矢
部
節
子

勘
違
い
ど
忘
れ
日
常
茶
飯
事�

山
本
延
子

子
を
思
う
母
の
い
び
つ
な
握
り
飯�

山
本
延
子

移
り
行
く
囀
わ
れ
を
置
き
去
り
に�

石
山
ヨ
シ
エ

菜
の
花
の
黄
色
に
夢
中
汽
車
の
旅�

圓
井
節
美

放
棄
地
の
つ
く
し
の
び
の
び
育
ち
を
り�

中
尾
陽
子

薔
薇
の
芽
の
膨
ら
み
く
る
を
数
へ
を
り�

茗
荷
恵
子

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

お
知
ら
せ

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

赤
十
字
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す

　
日
本
赤
十
字
社
の
前
身
で
あ
る
「
博
愛
社
」
の
創
設

月
で
も
あ
る
５
月
を
中
心
に
、『
赤
十
字
運
動
月
間
』
と

し
て
、
赤
十
字
の
理
念
や
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

春
山
も
天
候
の
急
変
に
要
注
意
！

山
岳
遭
難
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

　
近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
で
、
登
山
を
始
め
た
方
や

機
会
が
増
え
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
令
和
５
年
中
の
鳥
取
県
で
の
山
岳
遭
難
発
生

件
数
は
41
件
48
人
と
統
計
以
来
最
多
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
気
候
が
温
暖
な
春
で
も
、毎
年
、山
岳
遭
難
が
絶
え
ず
、

特
に
多
い
の
は
、
道
迷
い
や
滑
落
、
転
倒
で
す
。

　
春
山
の
山
頂
は
ま
だ
寒
く
、
天
候
も
急
変
し
や
す
い
た

め
、
登
山
計
画
や
装
備
品
が
不
十
分
だ
と
命
に
か
か
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
安
全
に
登
山
を
楽
し
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

１
無
理
の
な
い
「
登
山
計
画
」
と
「
登
山
届
」
の
提
出
を
。

　
大
山
の
登
山
届
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
　
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
二
次
元
コ
ー
ド
→

　
出
典
：
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
を
参
考
に
作
成

　

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201104/3.
html

　

ま
た
、
登
山
ア
プ
リ
「
コ
ン
パ
ス
」「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

を
利
用
す
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
全

国
各
地
の
山
系
の
登
山
計
画
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

２ 

体
力
や
技
能
に
合
わ
せ
、
余
裕
の
あ
る
登
山
計
画
を
立

て
ま
し
ょ
う
。

３ 

高
山
を
登
山
す
る
場
合
は
、
防
寒
着
、
ア
イ
ゼ
ン
を
準

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
町
民
課

　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

▲�「八東原風景
　徳丸どんど」▲「満開桜と五重塔」

た
く
み
の
館
企
画
展

「
小
椋
謙
一
油
絵
遺
作
展
」

　

若
桜
小
学
校
の
教
諭
を
さ
れ
た
小
椋
謙
一
先
生
が
、

昨
年
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
一
周
忌
に
あ
た
り
、
故
人

の
遺
志
を
継
ぎ
、
ご
遺
族
が
遺
作
展
を
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
先
生
は
、
小
学
校
時
代
か
ら
絵
に
興
味
を
持
ち
原
風

景
や
文
化
財
建
造
物
に
珍
し
さ
を
憶
え
、
よ
く
ス
ケ
ッ

チ
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
教
職
に
就
い
て

か
ら
絵
画
表
現
の
研
鑽
に
努
め
、
本
格
的
に
油
絵
を
中

心
に
創
作
活
動
に
励
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
唯
一
の
楽
し

み
と
さ
れ
た
小
椋
謙
一
先
生
の
油

絵
を
１
階
、
２
階
と
も
に
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
会　
場
】�

若
桜
郷
土
文
化
の
里　

　
　
　
　
　
た
く
み
の
館（
入
場
無
料
）

【
期　
間
】�

５
月
３
日
（
祝
）

　
　
　
　
　

～
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

９
時
～
17
時

【
休
館
日
】�

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
祭

日
の
場
合
、
そ
の
翌
日
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３

催　
　

し

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
は
、
大

規
模
災
害
に
備
え
た
救
援
物
資
の
備
蓄
や
、
救
急
法
の

講
習
を
は
じ
め
と
し
た
赤
十
字
の
活
動
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
困
っ
て
い
る
人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
救
う
た
め

に
、
赤
十
字
の
活
動
へ
の
参
加
や
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
〒
６
８
２

－

０
８
２
２�

倉
吉
市
葵
町
７
２
４

－

１
５

　
☎
０
８
５
８（
27
）２
３
５
５

　

０
８
５
８（
27
）２
３
６
０

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
経
済
産
業
課
観
光
商
工
室

　
☎（
71
）１
３
１
３　
IP
☎
９（
71
）１
３
１
３

　

（
71
）１
３
１
２

　

�keizai@
tow
n.w
akasa.tottori.jp

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
東
部
４
町
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
は
る
ひ
な
」

　
住
所
：
鳥
取
市
東
今
在
家
73
番
地
6

　
☎
０
８
５
７（
68
）１
６
３
２

　

�haruhina@
titan.osn.ne.jp

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

相　
　

談

募　
　

集

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７（
24
）２
７
４
４

行
政
書
士
無
料
相
談

【
日　
時
】
①
５
月
11
日
（
土
）
10
時
～
14
時

　
　
　　
　
※
要
予
約
（
１
人
30
分
程
度
）

　
　
　　
　
②
６
月
２
日
（
日
）
10
時
～
15
時
※
要
予
約

【
場　
所
】
①�

鳥
取
市
立
中
央
図
書
館　
２
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　　
　
②
鳥
取
市
立
気
高
図
書
館　
２
階　
会
議
室

【
内　
容
】�

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用
、
許
認

可
申
請
、
契
約
な
ど

外
国
人
無
料
相
談
（
英
語
・
中
国
語
対
応
可
）

【
日　
時
】
５
月
８
日
（
水
）
10
時
～
12
時
※
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階

【
内　
容
】�

在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、
そ
の

他
（
日
本
人
の
相
談
も
可
）

司
法
書
士
に
よ
る「
無
料
法
律
相
談
会
」

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
７（
24
）７
０
２
４

【
日　
時
】
５
月
21
日
（
火
）
16
時
～
18
時

　
　
　
　　
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

【
場　
所
】
鳥
取
県
立
図
書
館　
２
階
小
研
修
室

【
内　
容
】�

相
続
、
不
動
産
登
記
、
会
社
・
法
人
登
記
、
成

年
後
見
、
多
重
債
務
等

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

受
講
者
募
集

「
因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
」

実
行
委
員
募
集

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
ご
案
内

　
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
意
思
疎
通
支
援
を

行
う
要
約
筆
記
者
を
養
成
す
る
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し

　

因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
！�

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
方
、
興
味
の
あ
る

方
、
一
緒
に
実
行
委
員
を
し
ま
せ
ん
か
？

【
締
切
】
５
月
15
日
（
水
）

　
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
ご
家
族
に
対
す
る
相
談
支
援

体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
６
年
４

月
１
日
よ
り
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。

【
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
】

　
障
が
い
の
種
類
や
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
相

談
支
援
専
門
員
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
の
職
員
が
、
様
々

な
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
総
合
的
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
取
組
み

や
障
害
の
あ
る
人
へ
の
虐
待
防
止
、
権
利
擁
護
の
取
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
相
談
し
た
い
場
合
に
は
】

　
鳥
取
県
東
部
４
町
共
同
で
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
は

る
ひ
な
」
に
委
託
し
ま
す
。
鳥
取
市
内
に
所
在
す
る
事
業

所
で
す
が
、
ご
希
望
に
よ
り
依
頼
者
や
ご
自
宅
、
若
桜
町

役
場
福
祉
保
健
課
等
で
相
談
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
郡
家
警
察
署　
☎（
72
）０
１
１
０

郡家警察署HP

備
し
ま
し
ょ
う
。

４ 
水
、
食
料
、
着
替
え
、
ラ
イ
ト
な
ど
十
分
な
装
備
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

５ 
緊
急
連
絡
手
段
と
し
て
、
携
帯
電
話
と
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
を
準
備
し
、
遭
難
し
た
時
は
、
迷
わ
ず
１
１
０
番

通
報
し
て
下
さ
い
。

６ 

最
新
の
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
悪
天
候
の
時
は
無

理
せ
ず
、
登
山
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。

【
コ
ー
ス
】
手
書
き
、
パ
ソ
コ
ン
（
各
21
回
）

【
対　
象
】�

高
校
生
以
上
※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
別
途
要
件

あ
り

【
定　
員
】
各
会
場
ご
と
に
各
コ
ー
ス
10
名

【
受
講
料
】
３
，
０
０
０
円
※
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

【
申
込
書
】�

お
問
い
合
わ
せ
先
で
配
布
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
可

■
申
込
方
法
／
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｈ
Ｐ
申
込
フ
ォ
ー
ム

■
申
込
期
限
／
6
月
7
日
（
金
）
必
着

日�

時

場�

所

東部
6
月
15
日
～
11
月
9
日

10
時
～
15
時

※
お
お
む
ね
毎
週
土
曜
日
鳥
取
県
立
福
祉
人
材
研
修

セ
ン
タ
ー　
他

西部
6
月
17
日
～
11
月
11
日

10
時
～
15
時

※
お
お
む
ね
毎
週
月
曜
日
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー　
他
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公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

も
の
づ
く
り
の
技
術
を
学
び
、

自
身
の
可
能
性
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
☎
０
８
５
７（
23
）２
０
２
１

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取

　
☎
０
８
５
７（
52
）８
８
０
２

募 集 科 ものづくりCAD・CAM科 電気設備技術科

修了後の
職種

機械オペレーター、研磨工、
機械・金属加工など

電気工事士、設備保守、
消防設備士など

募集期間 ５月８日（水）～６月13日（木）

訓練期間 ７月２日（火）～ 12月25日（水）　【６か月】

定　　員 各科　15名

応募方法 受講申込書をハローワークへ提出

選 考 日 ６月19日（水）�＜筆記・面接＞

受講料無料
（テキスト代は実費）

ポリテクセンター鳥取
� ／７月入所生

施設見学会はこちら▲

【
教
室
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば（
鳥
取
市
伏
野
２
２
２
０
）

　
　
☎
０
８
５
７（
59
）６
０
２
６

　
　
開
館
時
間　
10
時
～
16
時

　
　
休　
館　
日　

�

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

　
　
参
加
申
込　
５
月
１
日（
水
）よ
り
受
付（
先
着
順
）

内　容 日　時 定員 費用

健康布ぞうり 5月8日（水）
10：00～15：00 ８人 100円

木工
（置物リスのカップル）

5月10日（金）
10：00～12：00 ５人 100円

苔玉
（リユース皿利用）

5月14日（火）
10：00～12：00 10人 200円

マイバッグ
（ギャザートート）

5月17日（金）
10：00～15：00 ５人 無料

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

※�

各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
頂
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
６
月
２
日
（
日
）
第
28
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
５
月
１
日
（
水
）
～
12
日
（
日
）（
休
館
日
を
除
く
）

〈
5
月
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

有料広告募集中
・広告の大きさ　縦50mm�×�横80mm
　（この枠と同じ大きさです。）
・掲載料　4,000�～�5,000円／月
　（掲載期間により異なります。）
詳しくは企画政策課へお問い合わせくださ
い。

【お問い合わせ】
企画政策課　☎ 82-2231�IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告戸
窓
口

籍の

※
４
月
７
日
届
出
分
ま
で

※戸籍の窓口はご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西　

町　

盛
本　

七な
な
き貴

ち
ゃ
ん

　
　
　
　

盛
本　

浩ひ
ろ
き希

ち
ゃ
ん

�

裕
貴
さ
ん
・
伊
央
里
さ
ん
の
男
の
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

来
見
野　

大
石　

貞
雄
さ
ん�

98
歳

上
高
野　

山
本　

春
子
さ
ん�

91
歳

糸
白
見　

岡
崎　

彰
夫
さ
ん�

87
歳

赤　

松　

大
杉　

邦
雄
さ
ん�

76
歳
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鳥
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頭
郡
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町
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8
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T
E
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0
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8（
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F
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5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,276世帯（－3）

2,750（－5）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和6年4月１日現在）

男：１，319（－1）
女：１，431（－4）

世帯
人口

5月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求め
　ください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 5月31日（金）

固定資産税（全期及び１期）

みんなのフォトリレー
 第38回
みんなのフォトリレー
 第38回

　私は、若桜のカリヤ通りの風景がお気に
入りです。
　若桜町の歴史や文化が感じられる古き
良き街並みを通る度に、「帰ってきたな
あ」、ととてもホッとします。

（井口　恋那さん）

お気に入りの若桜お気に入りの若桜

2024年
5 月号

わかさこども園入園式わかさこども園入園式

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
� 若桜鉄道� 若桜鉄道

日　付 行事名 時　間 場　所

5/7(火) 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

5/9(木)
障がい者相談 9：30～12：00 ドリーミー

乳幼児健診 12：45～受付 保健センター

5/14(火）

人権相談 9：00～11：30 ドリーミー

消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

法律相談 13：30～16：00 ドリーミー

5/15(水) 虹のカフェ 13：30～15：00 保健センター

5/19(日) 若桜の春色まつり 10：00～15：00 若桜駅前ひろば

5/21(火) 消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

5/22(水) 行政相談 9：00～11：00 ドリーミー

5/28(火)
消費生活相談 9：00～16：00 ドリーミー

乳幼児相談 13：30～16：00 保健センター
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